
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学

的
と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に

つ
い
て
の
実
演

　
　
　
　

講
師　

石
川　

允
朗 

氏

最
近
は
健
康
寿
命
と
い
う
言
葉
が
広

く
唱
え
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
日
本
の

高
齢
者
の
多
く
は
い
つ
ま
で
も
健
康
で

長
生
き
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

人
生
50
年
と
言
わ
れ
た
時
代
は
、
も

う
遙
か
彼
方
の
話
に
な
っ
て
し
ま
い
、

現
在
で
は
平
均
寿
命
が
90
歳
に
な
る
な

ん
て
こ
と
が
、
現
実
に
な
ら
ん
と
す
る

こ
と
も
夢
で
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
が
、
国
民
の
全
員
が
健
康
寿
命

で
い
ら
れ
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
は

な
く
老
若
男
女
と
も
に
、「
腰
が
痛
い
、

心
臓
が
悪
い
、
血
圧
が
高
い
、
糖
尿
病

で
病
院
に
通
院
し
て
い
る
」
と
苦
し
み
、

ま
た
ガ
ン
治
療
薬
に
よ
る
副
作
用
で
苦

し
ん
で
お
ら
れ
る
の
も
現
実
で
す
。

ま
た
、
あ
る
程
度
肉
体
は
健
康
な
の

に
、
高
齢
者
ば
か
り
で
は
な
く
若
齢
で

も
認
知
症
が
進
み
、
家
族
の
方
の
介
護

が
大
変
だ
と
い
う
話
と
か
、
霊
に
憑
依

さ
れ
精
神
的
に
悩
む
と
か
の
話
も
聞
き

ま
す
。
食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
昔
と

比
較
す
る
と
大
き
く
改
善
さ
れ
、
さ
ら

に
医
療
の
進
歩
に
よ
り
寿
命
が
延
び
る

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
膝
を
さ
す
り
な

が
ら
、
欲
し
い
も
の
も
喫
食
で
き
ず
カ

ロ
リ
ー
計
算
を
し
な
が
ら
の
生
活
で
は

悲
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
は
、
あ
る
程
度
健
康
で
長
生
き
を

す
る
方
法
は
な
い
の
か
と
い
う
こ
と
を

探
っ
て
い
き
ま
す
と
、
健
康
雑
誌
は
書

店
で
重
要
な
位
置
を
占
め
、「
こ
う
す

れ
ば
痛
み
を
改
善
す
る
」と
か「
若
々
し

く
な
れ
る
」、
ま
た「
霊
的
現
象
が
原
因

の
病
気
は
こ
れ
だ
」
等
々
あ
ふ
れ
ん
ば

か
り
の
情
報
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中

で
も
幾
つ
か
の
方
法
、
改
善
策
が
見
い

だ
せ
ま
す
。

そ
こ
で
、「
ど
う
す
れ
ば
健
康
を
保
持

で
き
る
の
か
」
等
に
つ
い
て
の
お
話
と
、

「
心
霊
的
に
見
た
体
調
不
良
」、
そ
し
て

ロ
シ
ア
で
開
発
さ
れ
た
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か

ら
の
一
定
の
周
波
数
に
よ
り
、
脳
か
ら

筋
肉
、
骨
、
血
管
、
血
液
、
染
色
体
、

遺
伝
子
レ
ベ
ル
ま
で
の
全
身
約
6
0
0

カ
所
の
リ
サ
ー
チ
を
お
こ
な
い
、
利
用

者
の
不
調
の
原
因
が
ど
こ
か
ら
き
て
い

る
の
か
、
ま
た
未
病
の
段
階
で
健
康
上

の
問
題
点
を
見
つ
け
ら
れ
る
機
器
で
あ

る「
S
W
Ⅱ
」
の
実
演
か
ら
、「
健
康
」

に
つ
い
て
考
え
、
自
己
治
癒
力
を
高
め
、

今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
の
お
願
い

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
九
月
、
十
月
、　

　

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
第
26
回
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
九
州
サ
イ
科
学
会
九
月
例
会
予
告

◎
第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
平
成
29
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
平
成
29
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

◎
第
四
一
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
サ
イ
現
象
と
脳
波（
3
）

◎
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ー
ブ
構
成
要
素
の

　

検
討（
2
）

本
来
の
体
調
の
維
持
管
理
が
図
れ
る
よ

う
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
石
川
允
朗
氏
は
、
ロ
シ
ア
の
す
ご
い

健
康
関
連
機
器
で
あ
る
「
S
W
Ⅱ
」
の

研
究
を
続
け
て
来
ら
れ
、
今
回
の
講
演

で
何
人
か
の
測
定
も
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
石
川
允
朗
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

獣
医
師
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
卒

業
。
昭
和
22
年
香
川
県
出
身
、
千
葉
市

������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�

東　　　北
〒981−0904　仙台市青葉区

旭ヶ丘1−36−1 アサノビル201号
佐佐木　康　二

☎ 022（279）0908･FAX  022（274）0097

中　　　部
〒455−0053　名古屋市港区

名四町113
眞　野　博　英

☎･FAX  052（651）3799

北　　　陸
〒920−0864　金沢市高岡町12−45−1F

ホリスティック健康科学研究所内
佐　藤　禎　花

☎ 076（234）6634

関　　　西
〒596−0807　大阪府岸和田市

東ケ丘町808−153
河　野　明　夫

☎ 072（445）7737･FAX  072（445）7796

九　　　州
〒851−2122　長崎県西彼杵郡

長与町本川内16−6
森　安　政　仁

☎ 095（883）6048･FAX  095（883）6159

日本サイ科学会　平成 29 年 9月 1日発行

本部　〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506 　　郵便振替  00100−2−15344　日本サイ科学会
電話  047−347−3546　　FAX  047−330−4091　　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp

月 刊

第 号435
29−9･10



● ❷●

在
住
。
川
崎
市
で
動
物
病
院
に
勤
務
し

た
後
、
宮
城
県
で
動
物
の
診
療
を
行
っ

た
。
そ
の
後
公
務
員
と
し
て
勤
め
る
傍

ら
、
心
霊
科
学
等
の
研
究
を
始
め
、
前

公
益
財
団
法
人
日
本
心
霊
科
学
協
会
監

事
就
任
。
公
務
員
職
退
職
後
、
動
物
病

院
で
の
診
療
の
後
、
現
在
財
団
法
人
I

学
園
の
講
師
と
食
品
の
衛
生
指
導
講
師

の
職
に
就
い
て
い
る
。

現
在
、
サ
イ
科
学
会
幹
事
で
も
あ
る
。

日
時　

平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

御
寄
付
の
お
願
い

日
本
サ
イ
科
学
会
は
主
と
し
て
会
員

の
皆
様
か
ら
の
会
費
で
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
が
、
皆
様
か
ら
の
御
寄
付
に

も
大
変
助
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
会
を
支
え
る
お
気
持

ち
と
し
て
、
金
額
は
任
意
で
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
郵
便
局
に
あ
る
郵
便
振
替
用

紙
に
、

番
号
0
0
1
0
0
・
2
・
1
5
3
4
4

加
入
者
名　

日
本
サ
イ
科
学
会

通
信
欄
に
「
一
般
の
御
寄
付
」
と
し
て

お
振
り
込
み
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

放
射
能
汚
染
か
ら
命
を
守
る

最
強
の
知
恵

―
最
新
最
強
の
健
康
情
報
―

　
　
　
　

講
師　

阿
部　

一
理 
氏

日
時　

平
成
29
年
9
月
16
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

マ
ド
モ
ア
ゼ
ル
・
愛
が
2
0
1
7

年
か
ら
2
0
1
8
年
を
占
う

　
　
　
　
　

講
師　

伊
藤　

一
夫 

氏

日
時　

平
成
29
年
10
月
21
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

十
一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

タ
イ
ト
ル
：
未
定

　
　
　
　

講
師　

葛
村　

和
弘 

氏

�

（
武
術
気
功
家
）

日
時　

平
成
29
年
11
月
18
日（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靭
公
園
内

会
費　

会
員
二
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
29
年
9
月
9
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3

交
通　

地
下
鉄
名
港
線
港
区
役
所
駅
下

　
　
　

車
か
ら
徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
5
2
・
6
5
1
・
3
7
9
9
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★日本サイ科学会　第２６回全国大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2017年10月15日（日）10 :00～16 :40

（会場）　北とぴあ7階第1研修室

（交通）　JR京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員　¥2,000（含当日入会申込者）　一般　¥3,000　 学生　¥1,000

  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

<プログラム>　（敬称略）
 9 : 30  開場

10 :00～10 :10 開会のご挨拶　浪平 博人 大会委員長

◎会員の研究発表（5名）（20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10～10 :35 小林 泰樹「空海の意志と思想と技法のサイ科学的考察」

10 :35～11 :00 橋谷 誠一「外気を感じる装置の開発」

11 :00～11 :25 小澤 佳彦「 日本初！岡山の洞窟で実現した『天の扉開き』について」

11 :25～11 :50 橋本 和哉「AIは気の情報を取れるか？」

11 :50～12 :50 　昼休み

12 :50～13 :15 山根　 真「新宇宙論・量子論Ⅲ　－統合科学を求めて－」

◎シンポジウム　テーマ「AIを乗り越えるのは？�AI［人工知能］�vs�PSI［サイ能力］」
13 :20～13 :30 大会委員長ご挨拶　浪平 博人「シンポジウム開催にあたって」

13 :30～16 :30 パネルディスカッション（氏名とタイトルは下記）⇒途中10分休憩有り

　　司会進行　阿久津 淳

　　パネリスト⇒前半は6名の発表（1人15分）

　　　石川 允朗「AIは人間になれるか」

　　　小澤 佳彦「AIと魂について」

　　　小林 泰樹「AIとPK・ESPについて」

　　　小林 信正「AIと心霊について」

　　　迫村 申彦「AIとPSIの界面について」

　　　浪平 博人「AIとひらめきについて」

16 :30～16 :35 優秀研究賞　表彰式　浪平 博人 会長

16 :35～16 :40 閉会のご挨拶　浪平 博人 大会委員長

17 :30～19 :30 懇親会（希望者：当日受付け）



九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

3
分
で
治
す
ト
ラ
ウ
マ
、
蓄
積

感
情
診
療

　
　
　
　

講
師　

橋
本　

和
哉 

氏

な
ぜ
生
き
る
！
心
霊
現
象
か
ら

学
ぶ

　
　
　
　

講
師　

小
林　

信
正 

氏

日
時　

平
成
29
年
9
月
17
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時

会
場　

ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ラ
ー
ザ
博
多

　
　
　

4
階「
千
鳥
の
間
」

　
　

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
中
央
街

　
　
　

4
・
23
）

交
通　

 

J
R
博
多
駅
隣
接
&
地
下
鉄
直

結

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

※ 

お
問
合
せ　

0
9
0（
3
7
3
8
）

7
4
5
1（
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
6
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会
の
お
知
ら
せ

意
識
の
側
面
か
ら
見
る
、
サ
イ

科
学
と
は

　
　
　

講
師　

寺
山　

心
一
翁 

氏

「
思
考
」
が
な
せ
る
こ
と
は
、
生
命

全
体
で
は
小
さ
な
領
域
で
す
。
か
ら
だ

の
内
外
、
生
命
全
体
で
「
感
じ
る
」
と
、

物
事
を
と
ら
え
る
「
意
識
」
が
変
わ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
頭
を
空
に
し
て
、

余
計
な
知
識
を
そ
ぎ
落
と
し
、
無
邪
気

な
状
態
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
は
33
年

前
に
腎
臓
が
ん
に
な
り
ま
し
た
。
デ
ー

タ
が
す
べ
て
の
典
型
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア

で
し
た
の
で
、
病
気
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

意
識
の
こ
と
と
は
無
縁
の
世
界
に
い
た

で
し
ょ
う
。

感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
る
時
、
無
条

件
の
愛
が
感
じ
ら
れ
る
時
も
、
意
識
が

変
わ
る
状
態
と
言
え
ま
す
。
無
邪
気
に

な
る
と
、
サ
イ
は
科
学
を
超
え
た
と
こ

ろ
に
存
在
す
る
こ
と
も
よ
く
感
じ
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
思
考
を
超

え
る
と
知
識
は
私
た
ち
の
中
に
活
き
る

智
慧
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
考
え
る
、

か
ら
感
じ
る
、
へ
変
わ
る
こ
と
の
大
切

さ
を
中
心
に
、
私
な
り
の
サ
イ
を
お
話

し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
寺
山
心
一
翁
先
生
は
ご
自
身
で
が
ん

を
克
服
さ
れ
、
病
を
癒
す
過
程
で
気
づ

い
た
多
く
の
智
慧
は
、
人
生
に
起
き
る

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
解
決
す
る
鍵
と
な

り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
自
分
へ

の
気
づ
き
を
深
め
、
心
の
扉
を
開
い
て

い
く
と
、
ハ
ッ
と
す
る
瞬
間
が
訪
れ
て
、

あ
な
た
の
人
生
が
光
り
輝
く
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
き
ま
す
。
寺
山
先
生
の
チ
ェ

ロ
の
奏
で
る
音
色
に
癒
さ
れ
る
必
見
の

ご
講
演
で
も
あ
り
ま
す
。
お
友
達
を
誘

わ
れ
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
寺
山
心
一
翁
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
有
）
寺
山
心
一
翁
オ
フ
ィ
ス
代
表
、

「
意
識
の
超
越
理
論
」創
案
者
。

1
9
3
6
年
東
京
生
ま
れ
。
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
卒
。
東
芝
で
半
導
体
素
子

の
開
発
等
に
従
事
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
し
て
独
立
し
、
多
忙
を
極
め
て

い
た
47
才
で
腎
臓
が
ん
を
患
う
。
病
の

回
復
過
程
で
意
識
の
変
容
を
体
験
し
、

が
ん
が
そ
の
後
治
癒
。
こ
の
経
験
か
ら

意
識
の
大
切
さ
を
痛
感
し
、
以
来
30
年

以
上
愛
用
の
チ
ェ
ロ
を
片
手
に
国
内
外

で
、
意
識
や
自
然
治
癒
に
関
す
る
講
演
、

愛
と
癒
し
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ

て
い
る
。

日
時　

平
成
29
年
11
月
5
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
20
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円�

（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
2
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い

て
、
波
動
的
、
物
質
的
視
点
か

ら
考
え
る

　
　
　
　

講
師　

秋
山　

佳
胤 

氏

�

（
あ
き
や
ま 

よ
し
た
ね 

氏
）

私
は
物
質
食
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
食
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
の
物
質
と
し
て
の
肉
体

を
維
持
す
る
に
は
や
は
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
必
要
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
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ー
を
食
べ
物
の
物
質
か
ら
補
っ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
中
国
医
学
で
い
う
と
こ

ろ
の「
気
」、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
宇
宙

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
愛
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
そ

れ
を
直
接
循
環
さ
せ
て
維
持
し
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
は
何
か
私
だ
け
が
特
別

に
出
来
る
こ
と
な
の
か
？ 
と
。

私
が
変
わ
り
者
だ
と
い
う
の
は
認
め

ま
す
が
、
で
も
超
能
力
が
あ
る
か
ら
そ

れ
が
出
来
て
い
る
と
い
う
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
私
は
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

ま
っ
た
く
皆
様
と
変
わ
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
も
実
は
ど
こ
ま
で

意
識
し
て
い
る
か
は
別
と
し
て
、
プ
ラ

ー
ナ
と
い
う
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
や
り

取
り
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
呼
吸
を
通

じ
て
も
や
り
取
り
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
冬
を
越
え
て
、
春
に
な
っ
て

温
か
く
な
っ
て
き
た
と
き
に
、
縁
側
で

日
向
ぼ
っ
こ
を
し
た
ら
気
持
ち
い
い
と

思
い
ま
せ
ん
か
？ 

そ
れ
は
実
は
太
陽
の

プ
ラ
ー
ナ
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

私
達
は
実
は
物
質
的
な
食
べ
物
だ
け
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
た
だ
い
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
。
都
会
の
ビ
ル
の

喧
噪
か
ら
離
れ
て
、
田
舎
へ
行
っ
て
森

の
中
へ
入
っ
た
り
す
る
と
、
何
か
癒
や

さ
れ
る
感
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

木
が

多
い
神
社
へ
行
っ
て
み
る
と
、
何
か
癒

や
さ
れ
る
、
元
気
に
な
る
感
覚
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？ 

そ
れ
は
神
社
で
草
を
む
し

ゃ
む
し
ゃ
食
べ
な
く
て
も
、
元
気
に
な

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
も
の

は
皆
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

実
際
、
太
陽
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い

で
く
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
太
陽
が
い

て
く
れ
る
だ
け
で
、
地
球
は
暖
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
太
陽
の
光
が
な
か
っ
た
ら
、

植
物
も
育
た
な
い
で
し
ょ
う
し
、
私
達

の
食
べ
て
い
る
も
の
も
実
ら
な
い
で
し

ょ
う
。
太
陽
と
い
う
も
の
は
、
太
陽
光

発
電
を
使
わ
な
く
て
も
、
私
達
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
一
杯
与
え
て
く
れ
て
い
る
わ

け
で
す
。
植
物
が
光
合
成
に
よ
っ
て
酸

素
を
生
み
出
し
、
そ
の
酸
素
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
代
謝
に
取
り
入
れ
て
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
い
る
の
が
、
動
物
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
太
陽
と
い
う
も
の
は
、

光
と
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
償
で
我
々

に
与
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
無

条
件
の
愛
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

食
べ
物
と
い
う
の
は
、
地
球
の
土
に

植
え
て
、
土
か
ら
育
ち
ま
す
。
自
然
農

法
を
さ
れ
て
い
る
方
は
ご
存
知
だ
と
思

い
ま
す
が
、
自
然
農
法
の
肝
は
、
土
作

り
に
な
る
わ
け
で
す
。
野
菜
や
果
物
な

ど
も
、
実
は
土
が
形
を
変
え
て
い
る
よ

う
な
面
が
あ
り
ま
す
ね
。
具
体
的
に
言

う
な
ら
ば
、
土
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
ミ
ネ

ラ
ル
を
吸
い
上
げ
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
光
合
成
に
よ
っ
て
、
栄
養
を
造
る
わ

け
で
す
。

食
べ
物
も
実
は
、
目
に
見
え
る
物
質

と
し
て
の
側
面
も
あ
り
ま
す
が
、
物
質

だ
け
な
の
か
？ 

と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
元
々
そ
の
恵
み
と
し
て
は
地
球
由

来
で
あ
っ
た
り
、
太
陽
由
来
で
あ
っ
た

り
す
る
わ
け
で
す
。
そ
の
地
球
や
太
陽

と
私
達
は
直
接
や
り
取
り
も
し
て
い
る

の
で
す
ね
。
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
中
で
、

神
様
が
人
間
を
造
る
と
き
、
泥
か
ら
人

間
を
造
る
の
で
す
ね
。
そ
の
肉
体
を
造

っ
た
と
こ
ろ
に
、
神
様
が
息
を
吹
き
か

け
る
こ
と
に
よ
り
、
魂
が
肉
体
に
入
り

ま
す
。
そ
れ
を
受
肉
と
言
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
神
話
の
中
に
い
ろ
い

ろ
と
面
白
い
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

私
達
の
存
在
と
い
う
の
は
、
肉
体
と

い
う
地
球
由
来
の
物
質
に
意
識
、
魂
が

注
ぎ
込
ま
れ
た
存
在
で
は
な
い
か
？ 

と

い
う
の
が
今
日
の
お
話
の
テ
ー
マ
で
す
。

私
が
な
ぜ
プ
ラ
ー
ナ
だ
け
で
生
き
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
言
い
ま
す

と
、
正
直
言
っ
て
そ
ん
な
世
界
は
私
は

全
然
信
じ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
な
ぜ
な
ら
、
東
京
工
業
大
学
と
い

う
理
系
の
出
身
で
し
た
し
、
物
質
と
し

て
の
肉
体
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
物

質
た
る
食
事
を
と
ら
な
け
れ
ば
生
き
て

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

物
質
を
と
る
と
、
物
質
に
な
る
と
い

う
の
は
分
か
り
や
す
い
考
え
で
す
ね
。

で
す
が
、
は
じ
め
に
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
と

の
出
会
い
か
ら
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
学
校

に
入
り
ま
し
た
。
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
と
い

う
の
は
波
動
療
法
で
し
て
、
物
質
だ
け

で
は
な
く
、
波
動
の
世
界
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
段
々
知
っ
て
い
き
ま
し
た
。

由
井
寅
子
先
生
と
い
う
日
本
で
ホ
メ
オ

パ
シ
ー
を
広
め
た
先
生
は
、
と
て
も
視

野
が
広
い
先
生
で
、
私
も
い
ろ
い
ろ
な

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

4
年
間
の
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
学
校
の

一
年
目
に
、
イ
ギ
リ
ス
研
修
が
あ
り
ま

し
た
。
本
場
で
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
風
に

あ
た
っ
て
お
く
の
が
、
4
年
間
続
け
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
だ
ろ

う
と
い
う
学
校
側
の
配
慮
で
す
。
英
国
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で
は
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
は
国
も
認
め
る
医

学
な
の
で
、
英
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ホ

メ
オ
パ
ス
も
来
て
講
義
を
し
て
く
れ
ま

す
し
、
薬
局
で
は
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
の
レ

メ
デ
ィ
も
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
5
日
間
の
研
修

の
後
、
2
日
間
友
人
と
延
泊
を
し
ま
し

て
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
と
い
う
聖
地

に
行
き
ま
し
た
。
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー

は
音
楽
祭
な
ど
で
も
有
名
で
す
が
、
い

わ
ゆ
る
地
球
の
レ
イ
ラ
イ
ン
と
い
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
ラ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
地
球

の
、
人
体
に
お
け
る
経
絡
み
た
い
な
も

の
で
す
。
地
球
も
「
ガ
イ
ア
」
と
い
う

一
つ
の
生
命
体
と
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

流
れ
て
い
て
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ラ
イ

ン
が
何
重
に
も
立
体
交
差
し
て
い
る
の

が
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
で
す
。

そ
こ
へ
行
っ
た
と
き
に
不
思
議
体
験

を
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
に

入
る
前
、
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
で
有
名

な
エ
イ
ヴ
ベ
リ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
に
行

っ
た
と
き
に
、
人
よ
り
大
き
い
石
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
と
サ
ー
ク
ル
状
に
並
ん
で
い
ま

す
。
何
の
た
め
に
そ
れ
ら
が
並
べ
ら
れ

た
の
か
、
誰
が
造
っ
た
の
か
は
分
か
っ

て
い
ま
せ
ん
。
私
が
、
と
あ
る
そ
れ
ほ

ど
大
き
く
な
い
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
に

入
っ
た
と
き
に
、
あ
る
石
が
パ
ル
ス
を

発
信
し
て
い
る
の
に
気
づ
き
ま
し
た
。

今
思
え
ば
、
こ
こ
に
あ
る
「
シ
ン
ギ

ン
グ
・
リ
ン
」
の
音
に
似
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
鈍
感
な
方
で
す
が
、

思
わ
ず
「
は
っ
！
」
と
し
て
振
り
向
い

て
し
ま
っ
て
、
何
か
そ
の
石
に
呼
ば
れ

て
い
る
感
じ
が
し
ま
し
た
。
同
行
の
友

人
の
整
体
師
が
、「
あ
の
石
が
秋
さ
ん

の
こ
と
を
呼
ん
で
い
ま
す
よ
！
」
と
い

う
わ
け
で
す
。
石
か
ら
呼
ば
れ
る
と
い

う
の
は
、
訳
の
分
か
ら
な
い
話
な
の
で

す
が
、
そ
の
と
き
は「
分
か
り
ま
す
！
」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
が
そ
の
石
に
近
づ
い
て
い
く
と
、

そ
の
パ
ル
ス
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て

い
き
、
ほ
ぼ
目
の
前
に
来
た
と
き
、
そ

の
石
か
ら
ポ
ン
ッ
と
何
か
体
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
入
っ
た
の
で
す
ね
。
そ
う
す
る

と
そ
の
石
は
静
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

私
は
何
か
自
然
に
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
た

の
で
す
が
、
あ
え
て
言
え
ば
、
こ
の
石

は
何
万
年
も
私
が
来
る
の
を
待
っ
て
い

て
く
れ
た
ん
だ
！ 

ず
っ
と
忘
れ
ず
に
見

守
っ
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
ん
だ
！ 
と

い
う
こ
と
を
知
っ
た
時
の
感
動
の
よ
う

な
感
じ
で
す
。
そ
れ
が
不
思
議
体
験
の

第
一
番
で
す
。

そ
の
後
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
で
レ

イ
ラ
イ
ン
に
入
る
と
、
鈍
感
な
私
で
も

優
し
い
電
気
の
帯
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う

な
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
。
友
人
の
整
体

師
が
女
性
の
持
っ
て
い
る
宝
石
を
綺
麗

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
レ
イ
ラ
イ
ン

上
で
振
っ
て
い
る
と
、
宝
石
か
ら
白
い

煙
状
の
も
の
が
出
て
い
る
の
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
で
、
宝
石
の
色
が
変
わ

る
の
で
す
ね
。

日
本
に
帰
国
後
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
先
日
は
南
ア
フ

リ
カ
の
旅
に
山
川
紘
矢
、
亜
希
子
夫
妻

ら
と
ご
一
緒
し
ま
し
た
。
友
人
の
整
体

師
か
ら
、
山
川
夫
妻
の
書
か
れ
た「
聖

な
る
予
言
」
は
い
い
で
す
よ
！ 

と
言
わ

れ
た
翌
日
、
私
の
息
子
が
行
っ
て
い
る

幼
稚
園
で
の
妻
の
仲
間
か
ら「
聖
な
る

予
言
」
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
わ
け
で

す
。
こ
う
い
う
の
を
、「
シ
ン
ク
ロ
ニ

シ
テ
ィ（
共
時
性
）」
と
い
う
の
で
す
が
、

そ
う
い
う
こ
と
が
よ
く
起
こ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
に
出
会

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
は
2
0
0
5

年
に
最
初
に
来
日
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
と
き
は
ご
縁
を
い
た
だ
け
な
か
っ
た

の
で
す
。
2
0
0
6
年
来
日
し
た
と
き

に
、
エ
イ
ヴ
ベ
リ
ー
、
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ

リ
ー
の
不
思
議
体
験
後
で
、
旅
行
に
同

行
し
た
友
人
が
前
年
の
ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー

ン
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
て
い

た
の
で
、
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
食
べ
な

い
で
生
き
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
と
て

も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ジ

ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
の
写
真
を
見
て
、

そ
の
笑
顔
に
一
目
惚
れ
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
5
日
間
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
申
し
込
み
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
参
加
し
た
の
は
、
こ
の
と
き
が

最
初
で
最
後
に
な
り
ま
す
。

不
思
議
な
こ
と
に
、
ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー

ン
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
前
の
日

か
ら
お
腹
を
こ
わ
し
て
食
べ
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
5
日
間
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
中
、
ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ

ん
が
話
し
て
い
る
場
に
い
る
と
、
何
か

愛
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
満
た
さ
れ
て
、
お

腹
が
減
ら
な
い
の
で
す
。
帰
宅
し
て
も

ハ
ッ
ピ
ー
な
感
じ
で
満
た
さ
れ
て
、
食

べ
る
気
も
起
き
な
い
の
で
す
。
そ
の
と

き
は
水
は
飲
ん
で
お
り
ま
し
た
。
結
局

5
日
間
お
腹
が
減
ら
な
く
て
、
そ
の
後

6
日
目
、
7
日
目
、
8
日
目
も
食
べ
な

く
て
、
8
日
ぶ
り
に
事
務
所
の
事
務
員

さ
ん
に
フ
レ
ン
チ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ご

馳
走
す
る
約
束
を
し
て
い
た
の
で
、
一

緒
に
フ
ル
コ
ー
ス
を
ペ
ロ
リ
と
食
べ
ま

し
た
。

実
は
私
は
、
断
食
と
い
う
も
の
を
、

い
ま
だ
か
つ
て
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
つ
い
こ
の
間
、
岐
阜
の
船
戸
ク
リ

● ❻●



ニ
ッ
ク
に
断
食
の
森
美
智
代
先
生
と
一

緒
に
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
呼
ば
れ
ま
し
た
。

森
美
智
代
先
生
は
甲
田
療
法
で
有
名

な
甲
田
光
雄
先
生
の
お
弟
子
さ
ん
で
、

森
美
智
代
先
生
が
少
女
時
代
、
難
病
に

罹
り
、
何
年
も
生
き
ら
れ
な
い
と
言
わ

れ
た
の
で
す
が
、
甲
田
先
生
に
出
会
っ

て
、
甲
田
先
生
の
断
食
も
含
め
た
食
事

療
法
で
難
病
を
克
服
さ
れ
、
現
在
は
大

阪
で
鍼
灸
師
と
し
て
、
食
事
療
法
も
含

め
て
、
人
々
を
救
っ
て
い
ま
す
。
森
先

生
は
「
断
食
の
教
科
書
」
と
い
う
本
も

出
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
断
食
の
素
晴
ら

し
い
指
導
者
で
す
。

断
食
と
い
う
の
は
、
普
段
は
食
べ
て

い
る
が
、
断
食
の
期
間
は
食
事
を
減
ら

す
、
も
し
く
は
無
く
す
る
、
そ
の
後
、

日
常
に
戻
す
た
め
に
、
回
復
食
と
い
う

も
の
で
食
事
を
戻
し
て
い
く
、
そ
の
回

復
食
ま
で
を
含
め
た
の
が
、
断
食
な
の

で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
食
を
絶
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
物
質
を
食
べ
る

代
わ
り
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
を
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
で
、
絶
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
。
断
食
は
非
日
常
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
プ
ラ
ー
ナ
食

と
い
う
の
は
、
私
に
と
っ
て
は
日
常
な

の
で
す
。
日
常
は
プ
ラ
ー
ナ
、
た
ま
に

誰
か
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
家

族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
き

に
、
物
質
と
し
て
の
食
事
を
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
白
人
の
女
性
で
す
が
、
44
年

位
瞑
想
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
23
年
位

不
食
の
方
で
す
。
彼
女
は
瞑
想
マ
ニ
ア

で
し
て
、
い
つ
で
も
瞑
想
を
し
て
い
る

の
で
す
が
、
彼
女
が
瞑
想
を
し
て
い
る

と
い
ろ
い
ろ
面
白
い
こ
と
が
起
き
る
ら

し
い
の
で
す
。
瞑
想
の
仕
方
も
例
え
ば
、

愛
に
つ
い
て
1
年
間
瞑
想
す
る
そ
う
で

す
。「
愛
と
は
何
か
？
」
と
。
愛
と
い
う

の
は
一
言
で
い
う
の
は
簡
単
で
す
が
、

本
当
に
愛
と
は
何
か
、
を
自
分
の
言
葉

で
説
明
し
て
く
だ
さ
い
、
自
分
の
体
験

に
基
づ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
、
自

分
が
本
当
に
愛
を
実
感
し
た
の
は
い
つ

で
す
か
、
話
し
出
し
た
ら
、
い
く
ら
で

も
面
白
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
の
次
男
が
あ
る
と
き「
パ
パ
、
愛

っ
て
何
？
」
と
聞
い
て
き
た
の
で
す
が
、

私
も
そ
の
答
え
に
つ
い
て
は
、
ち
ょ
っ

と
自
分
の
言
う
愛
が
彼
に
と
っ
て
定
義

に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
ら
ど
う
し

よ
う
か
、
と
思
っ
た
覚
え
が
あ
り
ま
す
。

※
し
ば
ら
く
原
子
・
素
粒
子
の
世
界
や

粒
子
と
波
動
に
つ
い
て
、
自
然
科
学
の

解
説
が
あ
っ
て
、
そ
の
後
ル
ド
ル
フ
・

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
た
め

に
開
発
し
た
「
ラ
イ
ア
ー
」
と
い
う
楽

器（
竪
琴
）を
演
奏
す
る
。

ル
ド
ル
フ
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
が
ラ
イ

ア
ー
を
開
発
し
た
き
っ
か
け
は
、
あ
る

少
年
が
夜
興
奮
し
て
眠
れ
な
い
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
と
き
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は

こ
の
子
の
興
奮
を
鎮
め
て
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
眠
れ
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と

で
ラ
イ
ア
ー
を
開
発
し
た
そ
う
で
す
。

今
弾
い
た
ラ
イ
ア
ー
は
和
音
主
体
の

ラ
イ
ア
ー
で
、
B
、
A
、
E
、
D
の
4

音
で
出
来
て
い
ま
し
て
、
A
の
音
の
周

波
数
を
4
3
2
ヘ
ル
ツ
に
合
わ
せ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
が
調
和
の
周
波
数
だ
そ

う
で
す
。
音
を
聞
く
と
い
う
こ
と
で
、

音
の
作
用
も
科
学
的
に
解
明
が
始
ま
っ

て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
何
か
音
楽

を
聴
く
と
気
分
が
変
わ
る
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
、
脳
波
と
し
て
α
波
が
出
る
音

楽
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
皆
さ
ん
も

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

簡
単
に
申
し
ま
す
と
、
プ
ラ
ー
ナ
の

摂
取
率
を
高
め
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
楽
し

く
過
ご
す
こ
と
な
の
で
す
ね
。
ジ
ャ
ス

ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
の
研
究
で
も
、
脳
波
が

β
波
だ
と
プ
ラ
ー
ナ
の
摂
取
率
が
悪
く
、

α
波
か
ら
ス
ロ
ー
α
波
、
さ
ら
に
θ
波

と
周
波
数
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
プ
ラ

ー
ナ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
取
り
や
す

い
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
緊
張
す

る
と
喉
が
渇
き
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と

口
の
中
は
唾
液
で
潤
っ
て
い
ま
す
。

私
は
弁
護
士
も
や
っ
て
い
る
の
で
、

先
日
証
人
尋
問
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

昔
な
ら
私
も
緊
張
し
て
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
今
は
緊
張
す
る
こ
と
が
な
い

の
で
す
。
共
同
で
や
っ
て
い
る
隣
の
弁

護
士
は
水
を
買
っ
て
き
ま
す
、
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

私
も
あ
る
意
味
で
は
子
供
の
よ
う
に

過
ご
し
て
い
る
の
で
す
ね
。
子
供
の
よ

う
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い
る
と
、
自
然

と
プ
ラ
ー
ナ
の
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
循

環
し
て
、
満
た
さ
れ
る
感
じ
に
な
り
ま

す
。ジ

ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
が
、
プ
ラ
ー

ナ
で
の
生
活
を
実
践
し
や
す
く
す
る
八

つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
ま
と
め
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
プ
ラ
ー
ナ
で
暮

ら
し
て
い
る
世
界
の
人
た
ち
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
り
、
そ
の
共
通
項
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。
彼
女
の
瞑
想
の
中
で
、

聖
母
マ
リ
ア
か
ら
い
た
だ
い
た
人
類
へ

の
レ
シ
ピ
と
こ
の
八
つ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
は
一
致
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

① 

瞑
想
＝
内
観
：
自
分
の
意
識
を
自
分

の
内
側
に
向
け
る
。
自
分
の
意
識
で
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自
分
を
養
う
こ
と
に
な
る
。

② 
祈
り
：
時
間
と
空
間
を
越
え
て
作
用

す
る
。
意
識
の
集
中
に
よ
り
、
プ
ラ

ー
ナ
の
摂
取
を
高
め
る
。

③ 

運
動
：
不
食
は
内
臓
の
動
き
も
鈍
く

な
る
の
で
、
体
を
意
識
的
に
使
う
こ

と
に
よ
り
筋
力
の
低
下
を
防
ぎ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
流
れ
る
の
で
、
プ
ラ
ー

ナ
の
流
れ
も
よ
く
な
る
。

④ 

ラ
イ
ト
ダ
イ
エ
ッ
ト
：
食
事
の
質
と

量
を
軽
く
し
て
い
く
こ
と
。

　

 

私
も
ジ
ャ
ス
ム
ヒ
ー
ン
さ
ん
に
会
っ

て
か
ら
、
2
年
間
を
か
け
て
不
食
に

な
り
ま
し
た
。
2
0
0
8
年
に
プ
ラ

ー
ナ
摂
取
率
が
1
0
0
%
に
な
り
、

ほ
ぼ
水
を
飲
ま
な
く
て
も
、
大
丈
夫

に
な
り
ま
し
た
。

⑤ 

自
然
の
中
で
過
ご
す
：
太
陽
の
プ
ラ

ー
ナ
、
地
球
か
ら
の
プ
ラ
ー
ナ
を
摂

取
す
る
＝
歩
く
た
び
に
地
面
か
ら
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
吸
収
す
る
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
歩
く
。

⑥ 

マ
イ
ン
ド
マ
ス
タ
リ
ー
：
感
情
に
支

配
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
感
情
を
自

分
で
主
体
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

こ
と
。

⑦
奉
仕
＝
愛
の
表
現

⑧
神
聖
な
音
楽
、
祈
り
の
歌

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

平
成
29
年
6
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

夢
を
学
ぶ
こ
と
の
意
義

　
　
　
　
　
　

大
高　

ゆ
う
こ 

氏

こ
の
論
稿
は
、
2
0
1
7
年
6
月
の

本
部
例
会
終
了
後
、
7
月
某
日
、
都
内

某
所
に
て
行
わ
れ
た
大
高
ゆ
う
こ
と
小

林
敦
の
対
談
の
内
容
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。
大
高
ゆ
う
こ
が
、
夢
と
い
う
現

象
に
関
し
、
自
分
を
モ
ル
モ
ッ
ト
に
し

つ
つ
、
い
か
に
ト
ー
タ
ル
で
深
遠
な
研

究
と
臨
床
を
積
み
重
ね
て
き
た
か
が
、

ご
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
対
談
の
映
像
は
、
編
集
後

Y
ouT

ube

に
て
一
部
一
般
公
開
予
定

で
す
。

●
夢
は
占
い
の
対
象
で
は
な
い

み
な
さ
ん
は
「
夢
」
と
聞
い
て
、
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
で
し
ょ
う

か
。「

私
は
夢
を
い
っ
さ
い
見
ま
せ
ん
」「
夢

は
見
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
目
が
覚

め
る
と
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
い
う

方
が
ほ
と
ん
ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
中

に
は
、
気
に
な
る
夢
を
見
て
、
そ
の
意

味
を
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
も
お
い
で
だ
と
思
い
ま
す
が
、
い

わ
ゆ
る
神
社
で
お
み
く
じ
を
引
く
感
覚

で
、
夢
辞
典
を
め
く
っ
て
シ
ン
ボ
ル
の

意
味
を
調
べ
る
ぐ
ら
い
が
せ
い
ぜ
い
で

し
ょ
う
。
そ
れ
で
納
得
が
い
け
ば
よ
い

の
で
す
が
、
た
い
て
い
は
納
得
が
い
か

な
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
例
え
ば
、

犬
を
飼
っ
て
い
て
か
わ
い
が
っ
て
い
た

人
と
、
噛
ま
れ
た
こ
と
が
あ
り
犬
を
怖

が
っ
て
い
る
人
が
み
る
犬
の
夢
の
意
味

は
全
く
違
う
か
ら
で
す
。
そ
の
夢
の
意

味
を
読
み
解
け
る
の
は
、
占
い
や
統
計

で
は
な
く
、
そ
の
夢
を
み
た
本
人
だ
け

で
す
。

● 

ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
と
の

出
会
い

実
は
私
も
以
前
は
夢
を
全
然
覚
え
て

お
ら
ず
、
興
味
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
十
代
の
頃
、
た
ま
た
ま
夫
と
一
緒
に

あ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し

た
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
・
グ
ロ
フ
博
士
が

開
発
し
た「
ホ
ロ
ト
ロ
ピ
ッ
ク
・
ブ
レ
ス

ワ
ー
ク
」と
い
う
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル

心
理
学
の
メ
ソ
ッ
ド
の
一
つ
で
、
特
殊

な
呼
吸
法
に
よ
り
、
全
身
の
細
胞
を
活

性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
分
が
抱
え

て
い
る
ト
ラ
ウ
マ
を
解
放
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
れ

は
本
当
に
衝
撃
的
な
体
験
で
し
た
。
そ

れ
を
や
っ
て
い
た
の
は
、
ト
ラ
ン
ス
パ

ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
を
日
本
に
初
め
て
持

ち
込
ん
だ
ユ
ー
サ
イ
キ
ア
研
究
所
の
能

登
さ
ん
ご
夫
妻
で
、
そ
の
出
会
い
か
ら

ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
自
体
に

興
味
を
持
ち
、
ご
夫
妻
が
な
さ
る
ド
リ

ー
ム
ワ
ー
ク
の
入
門
講
座
に
参
加
し
た

の
で
す
。
そ
れ
は
夢
占
い
と
い
っ
た
世

界
と
は
全
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。

●
夢
を
伝
統
的
に
活
用
し
て
い
る
部
族

国
際
夢
研
究
協
会
の
創
設
者
パ
ト
リ

シ
ア
・
ガ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
博
士
の
「
夢

学
」（
旧
題
：「
夢
ク
リ
ニ
ッ
ク
」）
と
い

う
本
が
、
そ
の
講
座
で
参
考
書
的
に
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
本
に
マ
レ
ー

シ
ア
の
セ
ノ
イ
族
と
い
う
部
族
が
出
て

き
ま
す
。
そ
の
部
族
で
は
、
毎
朝
各
家

の
父
親
た
ち
が
族
長
の
と
こ
ろ
に
集
ま

っ
て
、
一
家
の
そ
れ
ぞ
れ
が
見
た
夢
を

シ
ェ
ア
す
る
の
で
す
。

例
え
ば
ト
ラ
に
襲
わ
れ
た
夢
を
見
た

子
供
が
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
ら
、

「
次
に
ト
ラ
が
夢
に
出
て
き
た
ら
戦
え
」

と
い
う
教
え
が
1
0
0
年
以
上
続
い
て

い
て
、
そ
の
部
族
の
中
に
は
争
い
が
な

い
、
精
神
的
疾
患
を
持
つ
人
が
1
0
0
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年
以
上
の
間
に
現
れ
た
こ
と
が
な
い
そ

う
で
す
。
そ
れ
が
た
ぶ
ん
夢
を
シ
ェ
ア

す
る
習
慣
に
基
づ
い
て
い
る
だ
ろ
う
、

と
い
う
わ
け
で
す
。
夢
に
そ
ん
な
力
が

あ
る
な
ら
、
取
り
組
む
価
値
が
あ
る
な

と
思
い
ま
し
た
。

● 

手
探
り
で
始
め
た
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク

開
発

最
初
は
三
十
人
く
ら
い
い
た
夢
講
座

の
受
講
生
も
、
一
年
の
間
に
私
と
夫
だ

け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
講
座
受

講
の
前
提
条
件
と
し
て
、
毎
日
夢
日
記

を
書
く
と
い
う
の
が
課
題
で
し
た
。
夢

を
覚
え
て
い
な
か
っ
た
私
も
、
ど
ん
ど

ん
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
夢
と

い
う
の
は
、
大
事
に
す
れ
ば
向
こ
う
か

ら
近
づ
い
て
く
る
」と
い
う
の
が
先
生
の

教
え
で
し
た
。

　

た
だ
、
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

は
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
先
生
は
、
溜

ま
っ
た
夢
日
記
を
ど
う
す
る
の
か
聞
い

た
ら
、「
そ
れ
を
ど
う
活
用
す
る
か
、
そ

こ
か
ら
先
は
自
分
で
や
れ
」
と
言
わ
れ

た
の
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
私
た
ち
夫
婦
の
手
探
り
の

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
開
発
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

自
分
な
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ワ
ー
ク

を
作
り
、
み
た
夢
を
そ
れ
に
当
て
は
め

て
み
て
、「
こ
れ
は
使
え
る
、
使
え
な
い
」

と
や
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
夫
に

も
シ
ェ
ア
し
て
、
新
し
い
ワ
ー
ク
開
発

を
模
索
し
た
の
で
す
。

●
男
性
性
と
女
性
性
の
バ
ラ
ン
ス

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
当
時
ま
っ
た
く

未
開
拓
の
分
野
で
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ

か
ら
、
書
き
溜
め
た
夢
日
記
を
ど
う
す

る
か
、
最
初
に
考
え
た
ワ
ー
ク
は
、
全

部
の
夢
の
中
に
出
て
く
る
男
女
の
比
率

を
グ
ラ
フ
に
す
る
、
自
分
に
対
し
て
好

意
的
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
敵
対
す

る
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
同
じ
よ
う
に

グ
ラ
フ
に
す
る
、
と
い
う
も
の
で
し
た
。

心
理
学
の
中
に
は
前
提
と
し
て
、「
自
分

が
今
現
在
女
性
だ
っ
た
と
し
て
も
、
心

理
的
に
は
男
性
性
の
部
分
も
あ
る
し
女

性
性
の
部
分
も
あ
る
」
と
い
う
考
え
方

が
あ
り
ま
す
。

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
始
め
る
当
初
は
、

た
い
て
い
男
性
性
か
女
性
性
の
ど
ち
ら

か
に
偏
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
三
ヶ
月

ぐ
ら
い
す
る
と
、
だ
ん
だ
ん
夢
に
現
れ

る
男
女
の
比
率
が
五
分
五
分
に
近
く
な

っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
は
、
自
分
の
中
に
あ
る
男
性
性

と
女
性
性
、
実
際
の
性
別
と
は
関
係
な

い
部
分
で
す
が
、
両
方
の
性
質
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自
分
自
身
が
ど

れ
だ
け
認
め
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。そ

こ
ら
辺
は
、
ユ
ン
グ
の
学
派
の
考

え
る
「
ア
ー
キ
タ
イ
プ
（
元
型
）」
と
言

い
ま
す
。

「
グ
レ
ー
ト
マ
ザ
ー
」
と
い
う
女
性
性

の
元
型
で
言
う
と
、「
慈
し
み
育
て
る
」

と
い
う
素
晴
ら
し
い
面
も
あ
る
一
方
、

「
抱
き
し
め
す
ぎ
て
絞
め
殺
し
て
し
ま

う
」と
い
う
部
分
も
あ
る
の
で
す
。
一
方

男
性
性
に
も
、「
先
端
を
行
く
」「
勇
気

を
持
つ
」
と
い
う
プ
ラ
ス
の
面
と
、「
闘

争
的
」「
傷
つ
け
る
快
感
」
と
い
う
マ
イ

ナ
ス
の
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
相

反
す
る
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
無
自

覚
で
い
る
と
、
ト
ラ
ブ
ル
に
繋
が
っ
た

り
、
ト
ー
タ
ル
な
自
分
を
生
き
ら
れ
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

● 

ト
ー
タ
ル
な
丸
ご
と
の
自
分
を
生
き

る
こ
と
の
大
切
さ

男
性
性
、
女
性
性
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
と
し
て
の
自
分
、
親
と
し
て
の
自

分
、
と
い
う
ふ
う
に
「
全
て
の
面
を
持

っ
て
い
て
私
な
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を

認
め
ら
れ
る
と
、
他
の
人
に
対
し
て
も

そ
う
い
う
ふ
う
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
あ
る
人
の
あ
る
一
面
だ

け
を
見
て
、
そ
れ
が
そ
の
人
の
全
て
だ

と
切
り
捨
て
る
の
は
、
あ
ま
り
平
和
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
に
も
経
験
が
あ
り
ま
す
。
私
に
は

子
供
が
い
な
い
の
で
余
計
そ
う
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
夫
に
対
し
て

も
飼
っ
て
い
た
犬
や
猫
に
対
し
て
も
、

母
性
の
部
分
を
強
く
出
し
す
ぎ
て
い
た

な
、
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
は
そ
れ
と

し
て
、
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も

よ
い
と
自
分
に
許
し
た
と
き
に
、
家
事

な
ど
に
自
分
ら
し
い
個
性
を
発
揮
す
る

こ
と
を
恐
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
敵
対
心
を
持
っ
て
い
る
夢
の

中
の
登
場
人
物
と
好
意
を
持
っ
て
く
れ

る
登
場
人
物
な
ど
の
比
率
も
50
%
ず
つ
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に
近
づ
い
て
い
き
ま
す
。
本
当
は
敵
対

的
な
だ
け
の
人
間
は
い
な
い
し
、
友
好

的
な
だ
け
の
人
間
も
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
世
界
平
和
を
構
築
す
る
に

も
、
自
分
の
中
に
あ
る
敵
対
心
と
受
容

性
の
バ
ラ
ン
ス
を
無
意
識
に
し
て
お
く

の
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
も
の
が
あ
る

の
だ
と
意
識
す
る
こ
と
で
、
相
手
の
こ

と
も
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
基
本

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

「
世
界
平
和
」
と
い
う
こ
と
で
つ
い
で

に
申
し
上
げ
る
な
ら
、
自
分
は「
よ
い

人
」だ
け
で
作
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
す
。
自
分
の
中
に
あ
る
残
虐
性

を
認
め
た
と
こ
ろ
で
、
初
め
て
相
手
の

残
虐
性
と
い
う
の
が
ど
こ
か
ら
来
て
い

る
の
か
が
わ
か
る
わ
け
で
す
。
あ
く
ま

で
、
自
分
は
よ
い
人
で
、「
何
も
悪
い
こ

と
を
し
た
こ
と
が
な
い
で
す
」と
い
う
ふ

う
に
、
そ
う
で
は
な
い
面
を
見
な
い
で

い
る
限
り
、
上
下
関
係
や
争
い
と
い
う

の
は
起
き
ま
す
。
だ
け
ど
、
自
分
の
中

に
あ
る
残
虐
性
、
孤
独
感
、
執
着
心
は
、

ど
こ
の
国
の
人
に
も
あ
る
と
認
め
た
ら
、

き
っ
と
み
な
が
わ
か
り
合
い
、
繋
が
れ

る
と
思
い
ま
す
。

● 

精
神
分
析
は
精
神
的
な
レ
イ
プ
に
な

り
か
ね
な
い

精
神
分
析
家
と
か
、
い
わ
ゆ
る
臨
床

心
理
に
関
わ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
少
し

勘
違
い
し
て
い
る
の
は
、
自
分
の
こ
と

が
ト
ー
タ
ル
に
わ
か
っ
て
い
な
く
て
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
危

険
性
に
つ
い
て
で
す
。

私
の
と
こ
ろ
に
、
い
ろ
ん
な
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
転
々
と
し
て
、
最
後
に
た
ど

り
着
い
た
の
が
こ
こ
で
す
、
と
い
う
方

が
け
っ
こ
う
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
精
神
分
析
医
に
か
か
っ
て
、

精
神
的
に
レ
イ
プ
さ
れ
た
、
と
お
っ
し

ゃ
る
女
性
が
た
い
へ
ん
多
い
の
で
す
。

精
神
分
析
を
受
け
た
帰
り
の
駅
の
ホ
ー

ム
で
自
殺
し
て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
。

た
い
て
い
、
分
析
を
す
る
側
よ
り
も
、

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
方
が
人
生
経
験
が
深

い
の
で
す
。
悩
み
が
深
い
か
ら
相
談
に

来
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
、
分
析

医
の
方
は
そ
う
い
う
認
識
の
も
と
に
、

人
の
心
を
扱
う
の
で
な
い
と
ダ
メ
だ
と

思
い
ま
す
。

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
場
合
、
夢
が
心

の
い
ち
ば
ん
深
い
と
こ
ろ
、
い
ち
ば
ん

隠
し
て
お
き
た
い
部
分
か
ら
出
て
く
る

か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
分
析
す
る
側
が
ト

ー
タ
ル
な
自
分
、
見
た
く
な
い
自
分
も

認
め
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

結
局
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
は
、
夢

判
断
な
ど
と
違
っ
て
、「
あ
な
た
の
夢
は

こ
う
で
す
よ
」
と
い
う
押
し
付
け
で
は

な
く
て
、「
あ
な
た
の
夢
の
意
味
を
知
っ

て
い
る
の
は
、
あ
な
た
だ
け
で
す
」と
い

う
究
極
的
な
自
由
意
思
を
認
め
て
い
る

点
な
の
で
す
。

● 

夢
に
は
自
分
の
恥
部
も
さ
ら
け
出
さ

れ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
私
が
い
ち

ば
ん
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
、「
こ
こ

は
安
全
な
場
で
す
。
こ
こ
で
話
さ
れ
る

あ
な
た
の
い
ち
ば
ん
心
の
深
い
と
こ
ろ

の
お
話
は
、
誰
も
外
に
漏
ら
し
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
安
心
し
て
話
し
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
ワ
ー
ク
で
は
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
な
ど
を
使
う
の
で
す
が
、
私

は
そ
れ
を
一
切
受
け
取
ら
な
い
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
夢
を
み
た
本
人
に
全
部

持
ち
帰
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
タ
レ
ン
ト
な
ど

が
気
軽
に
夢
の
話
を
す
る
の
は
、
危
険

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

夢
の
連
続
講
座
を
や
っ
て
い
る
と
、

参
加
者
は
最
初
の
頃
は
、
自
分
の
深
い

と
こ
ろ
を
さ
ら
け
出
し
て
い
る
と
い
う

自
覚
が
な
い
の
で
す
が
、「
自
分
の
恥
ず

べ
き
と
こ
ろ
も
夢
に
現
れ
て
い
る
」と
だ

ん
だ
ん
に
気
づ
き
、
来
な
く
な
る
方
も

い
ま
す
。

あ
と
は
逆
に
、
例
え
ば「
天
使
の
夢

を
見
た
」
と
か
、「
イ
エ
ス
様
と
お
話
し

し
た
」
と
か
、
そ
う
い
う
夢
を
あ
え
て

作
っ
て
、
み
な
さ
ん
に「
す
ご
い
ね
！
」

と
言
っ
て
欲
し
い
、
と
い
う
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
は
聞
け
ば
分
か

る
の
で
す
、
辻
褄
が
合
い
す
ぎ
て
い
る

か
ら
。
夢
は
、
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
で

当
た
り
前
な
の
で
す
。
そ
の
わ
け
が
わ

か
ら
な
い
夢
同
士
を
繋
い
で
、
わ
け
が

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
埋
め
て
い
く
作

業
が
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
の
で
す
。

● 

ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
運
動
と
ド
リ
ー
ム
ワ

ー
ク

も
と
も
と
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
成
り

立
ち
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
降
の

ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ
た
「
ニ
ュ
ー
エ
イ

ジ
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
で
傷
つ
い
た
兵
士
と
そ
の
家
族
、
ア

メ
リ
カ
の
国
民
全
員
が
そ
う
で
す
け
ど

も
、
そ
の
失
わ
れ
た
誇
り
と
か
傷
つ
い

た
心
を
ど
う
癒
す
か
、
と
い
う
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
の
中
に
は
、
ト
ラ

ウ
マ
や
ス
ト
レ
ス（
P
T
S
D
）
な
ど
で

睡
眠
障
害
を
起
こ
し
、
通
常
ノ
ン
レ
ム

睡
眠（
熟
睡
）の
と
き
は
体
が
動
か
な
い

は
ず
で
す
が
、
眠
り
が
浅
く
な
っ
て
、
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夢
を
見
な
が
ら
体
が
動
い
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
、
夢
の
中
で
敵
に
追
い
か
け
ら

れ
て
、
殺
さ
れ
る
前
に
殺
す
の
だ
と
言

っ
て
、
隣
に
寝
て
い
た
奥
さ
ん
の
首
を

絞
め
て
殺
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
事

件
が
本
当
に
あ
り
ま
し
た
。
で
は
そ
れ

を
、
実
際
に
戦
争
に
行
か
な
か
っ
た
分

析
医
が
ど
う
や
っ
て
分
析
し
て
い
く
の

か
。結

局
、
臨
床
デ
ー
タ
が
先
行
し
て
、

理
論
が
後
か
ら
つ
い
て
く
る
も
の
だ
と

私
は
思
い
ま
す
の
で
、
臨
床
家
が
実
力

を
つ
け
な
い
と
、
な
か
な
か
人
間
の
本

質
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
解
く
動
き
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

で
も
、
特
に
日
本
で
は
、
夢
の
臨
床

家
は
育
っ
て
い
ま
せ
ん
。

夢
占
い
と
さ
ん
ざ
ん
比
較
さ
れ
て
、

誤
解
さ
れ
て
、
そ
う
い
う
も
の
と
は
違

う
の
だ
と
、
統
計
で
は
な
い
の
だ
と
話

は
し
て
き
て
い
る
の
で
す
が
、
夢
の
深

い
意
味
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
し

か
す
る
と
自
分
の
隠
し
た
い
秘
密
が
露

わ
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
怖
れ

が
邪
魔
し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
。
そ

こ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
や
は
り
苦
楽

を
共
に
す
る
仲
間
の
存
在
が
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

● 

い
ち
ば
ん
つ
ら
い
時
期
に
後
進
を
育

て
よ
う
と
し
た
理
由

あ
れ
は
私
が
四
十
歳
前
後
く
ら
い
の

と
き
、
非
常
に
体
調
が
悪
く
て
、
足
の

痛
み
で
1
分
間
も
歩
け
な
い
く
ら
い
で
、

寝
た
り
起
き
た
り
の
時
期
が
あ
り
ま
し

た
。
で
も
そ
ん
な
状
態
で
も
、
夢
日
記

を
つ
け
て
い
る
と
、
夢
の
中
の
自
分
は
、

全
く
い
つ
も
と
変
わ
ら
ず
健
康
で
、
ド

リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
す
る
と
、
ゆ
っ
た
り

と
大
き
な
大
河
の
流
れ
の
よ
う
な
中
に

自
分
が
い
る
こ
と
を
、
ま
ざ
ま
ざ
と
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。
川
の
表
面
は
泡
立
っ

て
い
て
も
、
下
の
方
の
流
れ
は
と
て
も

静
か
で
堂
々
と
し
て
い
て
一
貫
性
が
あ

る
の
で
す
。
だ
か
ら
、
表
面
の
泡
立
ち

だ
け
見
て
右
往
左
往
す
る
の
で
は
な
く
、

も
う
ち
ょ
っ
と
深
い
と
こ
ろ
の
自
分
を

見
詰
め
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

た
だ
体
調
が
す
ご
く
悪
か
っ
た
の
で
、

ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
始
め
た
頃
に
、
普

及
さ
せ
る
の
に
1
0
0
年
か
か
る
と

思
い
ま
し
た
。
フ
ロ
イ
ト
が「
夢
判
断
」

を
表
し
て
、
世
界
に
浸
透
す
る
ま
で

1
0
0
年
か
か
っ
て
い
る
の
で
、
私
も

1
0
0
年
は
か
か
る
な
と
思
っ
て
。
だ

っ
た
ら
種
ま
き
く
ら
い
は
し
て
お
こ
う
、

種
ま
き
さ
え
し
て
お
け
ば
、
私
に
も
し

も
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
誰
か
に
跡
を

継
い
で
も
ら
え
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
で
選
抜
メ
ン
バ
ー
を
集
め

て
、
無
料
で
夢
の
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
講

座
と
い
う
の
を
半
年
か
け
て
や
っ
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
部
伝
授

し
ま
し
た
。
そ
の
選
抜
メ
ン
バ
ー
の
中

に
、
今
回
学
会
で
の
講
演
を
一
緒
に
や

っ
た
小
林
さ
ん
も
い
た
の
で
す
。

あ
の
時
期
は
、
バ
シ
ャ
ー
ル
と
か
シ

ャ
ー
リ
ー
・
マ
ク
レ
ー
ン
と
か
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ム
で
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

に
出
向
い
て
勉
強
し
た
く
て
も
、
病
気

で
外
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
だ

か
ら
自
分
の
夢
を
自
分
で
ワ
ー
ク
し
て

自
己
分
析
し
て
、
自
己
解
放
す
る
し
か

な
か
っ
た
。
頼
り
に
な
る
の
は
自
分
の

夢
だ
け
。
そ
れ
で
自
分
の
生
き
方
を
決

め
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が

今
思
う
と
逆
に
よ
か
っ
た
。
あ
の
時
期

に
中
途
半
端
な
指
導
者
に
取
り
込
ま
れ

て
い
た
ら
、
今
の
私
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

心
理
学
の
世
界
に
も
い
ろ
い
ろ
な
学

派
が
あ
っ
て
、
夢
分
析
と
い
う
の
は
そ

の
時
点
で
は
添
え
物
に
す
ぎ
ず
、
夢
学

会
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
特
定
の
学

派
に
入
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
学
派
の

考
え
方
の
枠
の
中
で
夢
を
解
釈
す
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
、
私
は
あ

え
て
学
派
に
も
入
ら
な
い
と
決
め
て
い

た
の
で
す
。

● 「
心
と
体
と
魂
」
は
そ
う
簡
単
に
統

合
で
き
な
い

よ
く「
心
と
体
と
魂
と
」と
か
言
う
の

で
す
け
ど
、
そ
の
三
者
を
統
合
す
る
と

い
う
こ
と
に
あ
ま
り
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ

る
と
、
逆
に
見
え
な
く
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
私
が
好
き
な
言
葉
に「
ア
ウ

フ
ヘ
ー
ベ
ン（
止
揚
）」と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
A
と
い
う
考
え
と
B
と
い
う
考

え
が
あ
っ
て
、
そ
の
ど
ち
ら
も
否
定
し

な
い
で
、
そ
の
二
つ
を
統
合
し
た
一
つ

上
の
視
点
か
ら
物
事
を
見
る
と
い
う
考

え
方
で
す
が
、
そ
れ
が
よ
い
の
で
は
な
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い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
科
学
と
い
う
概
念
の
中
に
は
、

「
書
斎
科
学
」
と「
野
外
科
学
」
が
あ
る

と
思
う
の
で
す
。「
書
斎
科
学
」
と
い
う

の
は
、
文
献
上
と
か
再
現
性
と
い
う
も

の
を
重
視
す
る
科
学
。「
野
外
科
学
」
と

い
う
の
は
、
継
続
性
が
な
い
、
再
現
性

が
な
い
一
回
限
り
の
現
象
を
扱
う
科
学
。

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
負
う
べ
き
役
割
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
の

上
で「
ア
ウ
フ
へ
ー
ベ
ン
」
さ
れ
た
も
の

が
あ
る
は
ず
で
す
。
夢
を
扱
う
場
合
も
、

「
書
斎
科
学
」
と「
野
外
科
学
」
の
両
方

の
立
場
が
あ
る
は
ず
で
す
が
、
今
は
偏

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
は
、
本
当
に
幸
い
な
こ
と
に
、「
心
」

と
い
う
問
題
で
い
え
ば
、
ト
ラ
ン
ス
パ

ー
ソ
ナ
ル
心
理
学
と
出
会
っ
て
ド
リ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
や
り
続
け
、「
体
」
に
関
し

て
は
、
有
名
な
先
生
た
ち
に
体
の
整
え

方
を
習
っ
た
り
し
ま
し
た
。「
魂
」
と
い

う
部
分
で
は
、
最
高
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

の
師
匠
に
学
べ
ま
し
た
。

チ
ベ
ッ
ト
か
ら
イ
ン
ド
に
亡
命
す
る

と
き
に
、
ご
自
身
の
家
族
を
殺
さ
れ
て

い
る
方
た
ち
な
の
で
す
が
、
笑
う
と
き

は
太
陽
が
爆
発
し
た
よ
う
に
明
る
い
ん

で
す
。
日
本
人
に
は
真
似
で
き
な
い
。

そ
こ
に
い
ち
ば
ん
心
惹
か
れ
て
、「
こ
ん

な
に
悲
惨
な
経
験
を
し
て
い
る
の
に
、

こ
ん
な
笑
い
方
が
で
き
る
。
そ
ん
な
人

た
ち
が
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
し
て
い
る
哲

学
を
知
り
た
い
」と
思
っ
て
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
心
も
体
も
魂
も
、
得
ら
れ
る
最

上
・
最
良
の
方
た
ち
か
ら
教
え
を
受
け

て
き
た
と
い
う
自
負
が
あ
り
ま
す
。

●
夢
の
学
び
の
三
段
階

夢
の
学
び
を
深
め
る
に
は
、
苦
楽
を

共
に
す
る
仲
間
が
必
要
だ
と
思
い
、「
ド

リ
ー
ム
フ
レ
ン
ド
・
風
」と
い
う
団
体
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
団
体
で
実
践
し
て
い
る
夢
の
手

法
と
し
て
は
、
主
に
三
段
階
が
あ
り
ま

す
。ま

ず
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
通
じ
た
自

己
分
析
、
ト
ー
タ
ル
な
自
分
を
知
っ
て

い
く
こ
と
で
す
。

次
の
段
階
は
、
段
階
と
い
っ
て
も
自

己
分
析
と
並
行
し
て
や
る
の
で
す
が
、

自
分
の
寝
て
い
る
と
き
の
夢
が
叶
え
た

い
夢
と
ど
う
リ
ン
ク
し
て
い
る
か
を
実

感
と
し
て
体
験
す
る
こ
と
で
す
。

最
後
の
段
階
と
し
て
、「
ド
リ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
」
や「
D
I
技
法
」
と
い
う
究
極

の
夢
活
用
法
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
つ
の
問
題
に
関
し
、
そ
れ
が
個
人
の

問
題
で
あ
れ
、
あ
る
組
織
や
グ
ル
ー
プ

内
の
問
題
で
あ
れ
、
集
ま
っ
た
人
た
ち

が
み
な
で
夢
を
み
て
、
そ
れ
を
分
析
し

て
解
決
策
を
見
出
し
て
い
く
と
い
う
技

法
で
す
。

　

で
は
、
こ
の
三
段
階
の
そ
れ
ぞ
れ
を

見
て
行
き
ま
し
ょ
う
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
一
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

神
社
と
経
営
心
理
学
を
使
っ
て

成
功
す
る
方
法

　
　
　
　

講
師　

大
和　

栄
一 

氏

　
（
一
般
社
団
法
人　

ヤ
マ
ト
エ
ビ
ス

　
　

研
究
所
代
表
）

と
き　
　

平
成
29
年
5
月
20
日　
　
　

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

大
和
氏
は
昭
和
15
年
生
ま
れ
、
大
阪

府
出
身
。
ア
メ
リ
カ
、
ア
ド
ラ
ー
心
理

学
世
界
本
部
で
経
営
心
理
学
を
学
ぶ
。

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
で
成

功
し
た
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
な
ど

数
十
人
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
経
て
実

践
心
理
学
を
学
ぶ
。
そ
の
後
、
日
本
商

工
会
議
所
で
長
年
講
師
を
務
め
。
現
在
、

香
港
の
日
本
食
業
3
社
の
顧
問
を
務
め

る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

大
和
栄
一
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
神
社
と
経
営
心
理
学
を
使
っ
て

成
功
す
る
方
法
」
を
講
演
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

私
は
長
年
、
商
工
会
議
所
で
中
小
企

業
の
皆
様
に
、
い
か
に
事
業
を
成
功
さ

せ
る
か
？ 

に
つ
い
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
通
し
て
動
機
付
け
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

私
自
身
も
長
年
潜
在
意
識
を
活
用
し

て
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

ど
う
し
て
も
在
る
一
線
か
ら
抜
き
ん
出

る
事
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
時
に
、
あ
る
成
功
し
て
い
る

人
に
相
談
し
ま
し
た
処
、「
自
分
は
神
社

を
信
心
し
、
良
く
神
社
に
赴
き
、
相
談

し
て
決
め
て
い
る
か
ら
成
功
し
て
い
る
」

と
言
わ
れ
、
そ
う
か
！
！
と
気
が
付
い

て
か
ら
神
社
め
ぐ
り
や
、
神
社
検
定
を

受
け
て
勉
強
を
し
て
実
践
し
た
結
果
、

い
ろ
ん
な
奇
跡
を
体
験
致
し
ま
し
た
。

私
の
得
意
と
す
る
処
の
潜
在
意
識
の

活
用
+
神
社
の
活
用
を
す
る
事
に
よ
り
、
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悩
ん
だ
り
、
苦
し
ん
だ
り
し
て
い
る
人

達
に
、
ぜ
ひ
学
び
、
体
験
し
、
願
望
実

現
や
、
自
己
実
現
を
し
て
貰
う
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
例
題
と
し
て

ア
メ
リ
カ
大
統
領
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン

プ
氏
と
48
歳
の
時
に
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ト
ラ
ン
プ
タ
ワ
ー
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
際
の
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
さ
せ
て
貰
い

ま
す
。

そ
の
時
の
面
談
し
た
内
容
を
、
経
営

心
理
学
を
使
っ
て
分
析
し
た
り
、
神
へ

の
信
念
等
、
直
接
聞
い
た
事
を
述
べ
さ

せ
て
貰
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
ン
ド
リ
ー
ム
を
達
成
し
た

人
達
に
直
接
話
を
聞
い
た
共
通
の
考
え

方
は
、
神
や
教
会
と
、
潜
在
意
識
の
開

発
、
又
、
経
営
心
理
学
の
応
用
+
大
宇

宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
方
法
を
使
い
、

自
分
自
身
の
物
の
考
え
方
や
行
動
を
変

え
て
い
っ
て
い
る
事
で
し
た
。

私
は
学
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実

践
心
理
学
を
利
用
し
て
対
応
す
る
事
に

よ
っ
て
、
中
小
企
業
の
経
営
者
が
実
践

す
れ
ば
必
ず
成
功
す
る
。
そ
の
為
に
は
、

人
は
何
か
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

動
物
で
す
の
で
、
何
処
に
で
も
身
近
に

在
る
、
神
社
を
活
用
す
れ
ば
、
今
迄
と

違
っ
た
考
え
方
や
、
ア
イ
デ
ア
や
、
閃

き
が
沸
い
て
来
ま
す
の
で
、
そ
の
方
法

を
セ
ミ
ナ
ー
で
皆
様
に
教
え
て
お
り
ま

す
。神

社
は
祈
り
の
場
所
で
、
寺
院
は
自

分
を
省
み
る
場
所
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

約
八
万
社
以
上
も
在
る
と
言
わ
れ
る
神

社
で
す
が
、
企
業
の
土
地
や
、
ビ
ル
の

屋
上
に
も
お
社
が
在
り
ま
す
。

何
故
で
し
ょ
う
か
？ 

難
し
い
理
論
や

理
屈
は
要
り
ま
せ
ん
。

占
い
や
、
古
神
道
の
よ
う
に
修
行
す

る
必
要
も
有
り
ま
せ
ん
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
以
外
に
、
経
営
者
が
悩
み
苦
し
み
か

ら
解
放
さ
れ
、
感
謝
や
従
業
員
の
愛
社

精
神
に
繋
が
っ
て
行
く
の
で
は
無
い
で

し
ょ
う
か
？ 

こ
の
頃
、
本
屋
で
は
神
社

に
関
す
る
本
が
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

れ
も
今
の
世
の
中
を
表
し
て
い
ま

す
。
私
は
、
神
社
と
は
皆
を
成
功
さ
せ

て
貰
え
る
処
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
今
も
昔
も
成
功
へ
の
道

は
神
社
に
在
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
神
社
と
は
、
自
分
の
潜
在
意
識

と
繋
が
っ
て
い
る
場
所
で
す
。
科
学
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
発
達
す
れ
ば
す
る

程
、
神
社
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

又
、
神
社
は
、
大
自
然
と
神
様
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
り
、
自

分
の
意
志
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
神

様
の
意
思
を
受
け
取
る
事
の
出
来
る
、

パ
ラ
レ
ル
ユ
ニ
バ
ー
ス
（
並
行
宇
宙
）

の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

人
は
、
つ
い
つ
い
知
識
で
ア
レ
コ
レ

考
え
よ
う
と
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
感

性
の
部
分
が
最
も
大
き
な
意
味
を
持
つ

の
で
す
。

少
し
心
理
的
な
部
分
で
、
自
分
と
神

（
宇
宙
意
識
）の
領
域
を
考
え
て
み
ま
す

と
、
世
界
に
は
、
法
則
A
と
法
則
B
の

2
つ
の
力
が
働
い
て
い
ま
す
。

因
果
の
法
則
を
A
と
し
ま
す
。

我
々
は
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
上
で
、

普
通
は
A
の
法
則
し
か
頭
に
置
い
て
い

ま
せ
ん
。
豊
か
に
な
る
と
い
う
目
的
追

求
も
、
A
の
法
則
に
頼
っ
て
対
策
を
講

じ
る
傾
向
が
有
り
ま
す
。

A
の
世
界
は
、
原
因
・
結
果
の
支
配

す
る
世
界
で
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
よ
う
に
、

こ
こ
を
突
い
た
ら
こ
う
転
が
っ
て
、
玉

は
こ
こ
に
落
ち
る
。
と
い
う
よ
う
に
結

果
の
読
め
る
世
界
で
あ
り
、
飛
躍
と
か

奇
跡
と
か
の
入
る
余
地
は
全
く
有
り
ま

せ
ん
。

私
達
は
A
の
世
界
だ
け
が
、
こ
の
世

界
の
総
て
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
が
、

本
当
は
A
の
世
界
に
重
な
る
よ
う
に
し

て
、
B
の
世
界
が
厳
然
と
存
在
し
て
い

る
の
で
す
。

そ
し
て
人
間
は
、
A
の
世
界
の
支
配

を
受
け
る
と
同
じ
く
、
B
の
法
則
の
支

配
も
受
け
る
の
で
す
。

成
功
も
金
儲
け
も
、
A
の
法
則
だ
け

で
は
巧
く
行
き
ま
せ
ん
。

成
功
し
豊
か
に
な
る
為
に
は
、
ロ
ケ

ッ
ト
で
宇
宙
に
飛
び
出
す
よ
う
な
ジ
ャ

ン
プ
力
が
必
要
で
す
。

思
い
が
け
な
い
人
の
協
力
、
予
想
も

し
な
か
っ
た
幸
福
、
偶
然
の
様
な
出
会

い
、
地
球
の
裏
側
の
天
候
や
、
突
発
す

る
外
国
の
政
変
の
株
価
へ
の
影
響
。
人

間
の
力
や
予
想
を
超
え
た
転
変
を
、
自

分
の
見
方
に
す
る
事
が
出
来
る
か
ど
う

か
？要

は
ツ
キ
を
自
分
の
物
に
出
来
る
か

否
か
。
成
功
す
る
為
に
は
、
こ
う
い
っ
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ラートが聴く人の脳を揺さぶり7.8Hzの脳波が
誘発されるのではないでしょうか。もちろんこ
の歌声は鯨には聞こえないでしょうから、鯨が
近づいてくるのは別のメカニズムを考えなけれ
ばなりません。

図5はKさんの歌唱中の脳波の一部を示して
います。明らかに右脳と左脳と7.8Hzで共鳴の
頻度が多く図の矢印の部分は10秒以上も続い
ていました。こうなるとバンアレン帯のプラズ

マ振動との共鳴が続き場に何らかの影響をもた
らすと考えられます。それによって鯨が引き寄
せられたのではないでしょうか?
　鯨も小鳥も脳波を測るすべはありませんが、
地球上の全ての生命体は7.8Hzのバンアレン
帯のプラズマ振動の下で発生し成長したわけで
すから共鳴する構造を抱えていると考える方が
自然だと思います。

た
側
面
を
見
逃
す
事
は
出
来
ま
せ
ん
。

ツ
キ
は
法
則
B
の
ル
ー
ル
で
起
こ
る
の

で
す
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
B
の
世
界
が

隣
り
合
わ
せ
に
在
る
事
を
信
じ
ず
、
A

の
法
則
だ
け
で
努
力
し
、
一
生
懸
命
の

努
力
が
空
回
り
し
て
、
自
分
の
不
運
と

力
の
少
な
さ
を
嘆
い
て
い
る
人
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
人
は
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、

好
ん
で
不
運
を
選
び
ツ
キ
を
追
い
払
っ

て
い
る
様
な
も
の
で
、
援
助
し
て
や
ろ

う
と
の
親
切
を
断
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
孤

立
無
援
で
戦
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で

成
功
が
遠
の
く
の
も
当
た
り
前
と
言
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

B
の
世
界
が
在
る
事
を
認
め
、
積
極

的
に
そ
の
力
を
用
い
る
事
が
成
功（
自

己
実
現
）す
る
為
の
秘
訣
で
有
る
事
は
、

こ
う
い
っ
た
数
々
の
例
か
ら
見
て
も
疑

い
の
な
い
事
と
判
断
出
来
る
で
し
ょ
う
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
実
行
出
来
る
の

か
？ 

そ
う
！
！ 

神
社
を
活
用
す
る
の

で
す
！
！

そ
れ
も
朝
早
く
5
時
～
7
時
頃
に
自

分
の
思
い
を
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
利
用

す
る
の
で
す
。
3
日
、
3
ケ
月
、
3
年

と
潜
在
意
識
を
活
用
す
る
の
で
す
！
！

貴
方
の
潜
在
意
識
や
宇
宙
意
識
と
、
神

社
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
神
の
世
界
と
一
体

と
な
れ
ば
、
運
や
、
ツ
キ
が
廻
っ
て
来

ま
す
。

世
の
中
の
成
功
者
と
言
わ
れ
る
人
は
、

必
ず
こ
れ
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

習
慣
と
い
う
も
の
は
中
々
変
え
る
事

が
出
来
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
目
に
見
え
る
神
社
を
活
用
し

て
、
自
分
な
り
に
工
夫
を
し
て
下
さ
い
。

必
ず
自
己
実
現
を
達
成
す
る
事
が
出
来

ま
す
。

最
後
に
、

右
、
神
は
人
の
敬
ひ
に
よ
っ
て
威
を
増

し
、

人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
、
運
を
添
ふ
。

※　

御
成
敗
式
目
、
執
権
北
条
泰
時

　

（
鎌
倉
時
代
）

人
は
神
を
崇
敬
す
れ
ば
、
神
威
は
増

し
て
、
人
は
神
徳
に
よ
っ
て
運
が
開
け

る
。
と
い
う
意
味
で
す
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

当
日
の
参
加
者
は
会
員
10
名
、
非
会

員
18
名
計
28
名
で
し
た
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

�

河
野 

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

写真3　小笠原沖でホウェールウォッチング 図5　歌唱中の右脳（上）と左脳（下）の脳波
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図3の閉眼安静状態では初めての脳波測定で
緊張したのか右脳も左脳もβ波が強く次第にリ
ラックスして10Hzのミッドα波が増えてきまし
たがシンクロは観察できませんでした。この状
態を基準にして自動書記を始めます。目を閉じ、
深呼吸を数回繰り返して心の中でマントラを唱
えます。10秒位で右脳と左脳とで7.8Hzの強
い共鳴が起き（図中矢印）、それを境に自動書記
が始まりました。

目を開け、はがき大の用紙を取り出し、筆で
何やら書き出しました（写真2）。その間の脳波
はβ波が極端に減り7.8Hzのスローα波が強く
観察されました。ただ、書いた本人も意味が分
からないらしく、改めて瞑想をしてから記入さ
れた用紙を眺め直し解説し出しました。その間
の脳波もβ波は少なく主に7.8Hzのスローα波
ですが10Hzのミッドα波も含まれていました。
右脳と左脳との同期も殆ど7.8Hzのスローα波
でした。明らかに脳の中では特別な状態が展開
されたと思われます。

鯨を呼ぶオペラ歌手の場合
オペラ歌手のKさんは郊外や森で歌うと野

鳥がたくさん集まってきて一緒に囀るそうで
す。極めつけは小笠原沖のホウェールウォッ
チングで船の舳先で歌い始めると、はるか向
こうからザトウクジラが姿を見せ、次第に触れ
るくらいに近寄ってくると云うのです。しかも
警戒心が強いはずの子連れの母親鯨だったそ
うです（写真3）。

その様子はYouTubeで紹介されていますか
らご覧ください。
https://www.youtube.com/watch?v=mXxXtNF7_KE

Kさんがどんなに大声で歌ったとしても海中
の鯨には聞こえないでしょうから、別の作用力
が働いたものと思います。海中の鯨の脳波を測
るすべはありませんが、脳波的な共鳴がバンア
レン帯を通じて起き、互いに引き寄せられる作
用力が働いたのではないかと思われます。

幸い日立市の御岩神社でKさんが奉納演奏
をすると云うことでPCと2チャンネル脳波測定
装置を持参して同行させていただきました。歌
声の収録と右脳と左脳との脳波共鳴、歌い手と
その歌を聴いている人との脳波共鳴を確かめま
した。

図4はそのときに収録した歌声の一部です。
脳波そのものは周波数が低いので音としては
聞こえませんが、歌声に強弱の変化を与えて
ビブラートの形で現れます。呼吸を整え、声
帯の動きなどは脳からの信号に基づいていま
す。脳波もその信号に影響されていると思われ
ます。図4は右脳と左脳とが7.8Hzのスローα
波で共振共鳴しているときの音声を表していま
す。見て分かるように明らかに音声の強弱変化
も7.8Hzに振幅変調されていました。このビブ

図3　Nさんの右脳（上）と左脳（下）の脳波

図4　音声波形



図2での相関の算出は：
左脳の脳波をx（t）、右脳の脳波をy（t）として
相関係数 Cor1 は 

Cor1=  

 

, 

で求めました。
一方FFTにより左脳と右脳の周波数分析を

行い、±10%での合致度合いをCor2としてリ
アルタイム表示しました。

自動書記の場合
具体例を紹介しましょう。札幌にお住まい

のNさんは自動書記がお得意で書かれた内容
には意識した人の問題解決のヒントがたくさん
含まれていて、事実問題が解決できて評判で
す。そのNさんにお願いして自動書記をしてい
るときの脳波を測らせていただきました。コン
トロールとして閉眼安静状態の脳波を測ります。
写真1はそのときの実験の様子。写真2は自動
書記の結果。図3はNさんの右脳（上段）と左
脳（下段）の脳波結果です。

● �●

図2　脳波の相関分析法

写真2　自動書記の結果

図1　実験に使用したアルファテックⅣ

写真1　実験の様子



脳波の相関分析
脳波を計測すると時々α波と呼ばれるSign 

waveのような形をした綺麗な調和振動波が観
察されます。なぜこのような綺麗な波形にな
るのかは分かっていませんが、周波数が7～
12Hzの中に分布していることからニューラル
ネットワークの循環回路のスケールが想定され
ます。α波の周波数スペクトルから判断すると
単独の神経回路ではなく非常にたくさんの循環
回路が繋がっていると思われます。

大脳は機能局在説が支配的だから場所ごと
に働きが異なります。仮に右脳のα波と左脳

のα波とが周波数と位相とが揃っていれば（コ
ヒーレント）協力し合って働くと思われます。前
頭葉のα波と後頭葉のα波がコヒーレントであ
れば機能は相補的に働くものと思われます。

スピリチュアルパワーを発揮している人の脳
波を測ると右脳と左脳と10Hzでコヒーレントに
なったり7.8Hzでコヒーレントになったりします。
10Hzの場合は五感が鋭く働き意識がはっきり
としているのに対し、7.8Hzの場合は意識が殆
ど働かずに透視とか予知などの五感を超越した
情報をキャッチしているように思われます。
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サイ現象と脳波（３）サイ現象と脳波（３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　志賀　一雅　

ができる。一例として、回転方向が同一で、ベ
クトルの向きが逆方向を向く電子（e−）と陽電子

（e+）のspin対を考える（基本構造）。
さらに、これに陽イオン（H+）と陰イオン（OH−）

等が加算し、巴型状のspin対群になる。一般に
は、これらが裏表、前後、左右、など様々な組
合せ（様々な方向の相殺ゼロ）の下で、中和して
いる集団（群）となる（イオン・ボール形成）、と
推定している。なお、以上の説明には電子（イ
オン）やベクトル等を用いたが、実際には、イオ
ンを含む様々な光子群の組合せとして存在する
のであろう。空気成分の電離とエアゾール（埃、
微細塵）によって形成された巴型の大気陰・陽
イオンボール（オーブ）が、スピンによって絞り
込まれて、相殺ゼロが形成され、その上に、ゼ
ロ場（ゼロ点）が出来る、と判断している。ここ
にサイ（気）が加算してオーブ（たまゆら）ができ
る。なお、サイ（気）は、オーラ、プラナ、微細
身素粒子等から構成されており、周波数（波長）
の異なる光子群の集合体である。つまり、「スピ
リット・オーブ」または「たまゆら」は、意識要

素としてのサイ（気）がオーブに加算されたもの
である。

7．意識によるオーブの形成
マクロPKは、意識と体外にある物質との間

に、情報交換のある事を認めている。念力を
生起させようと、意念を集中し、発功した被験
者からはスカラー波、換言すれば、巴型状の

「PSI-spin群」の放出がある。つまり、正と負を
衝突させるとスカラー波になる。縦方向、横方
向などの様々な方向の相殺ゼロの集合を意味す
る。正負の極性が無く（陰､ 陽の拮抗対峙で消
去）、全体として「ゼロ」の粗密波（縦波）となっ
ている事から、直接､ 原子核中の中性子に作用
してエネルギーを得る事になる｛式（1）参照｝。
さらに、このエネルギーを得たPSI-spin群と体
外にあるスピリット・オーブの芽（PSI-spin群）
とが共振して、スピリット・オーブ（たまゆら）
が形成されるのであろう、と判断できる。



によって物質が変化する現象をいう。従って何
らかのエネルギー、力等の作用を伴っている筈
である。これらが存在する事は古くから知られ
ていたが、全体を説明する機構は不明であった。
うえの2、（1）で述べたが、Fowardは、式（1）の
原子核内部のエネルギー変化がPKの原因であ
るとした。筆者らはこの主張を支持し、従うこ
とにした。

5−1）中性子の役割
念の為に、始めに（周知の）説明をする

（Wikipedia等）。物質は分子、分子は原子、原
子は原子核と電子からなり、原子核は陽子と中
性子とから構成されている。陽子は（+）の電荷、
中性子は電荷を持たず､ 電子は（−）の電荷を持
つ。（原子番号）=（陽子の数）=（電子の数）であ
る。また（陽子の数）+（中性子の数）=（質量数）
である。中性子の相互作用は非常に短距離であ
り、不安定で､ 平均寿命は極短く、質量は陽子
の質料とほぼ等しい｡ 水素原子は陽子の数は1
個であるが､ その他の原子は原子番号が示す様
に、陽子の数は多い。陽子同士は相互の電磁気
力によって大きな斥力をうける。これを安定化
させるのは中間子であり、中間子を媒介した核
力が引力として働いていて、これが反発力に打
ち勝って原子核を安定化させている。中間子は
仮想粒子である。

この中間子が陽子と中性子を（キャッチボー
ル状に）やり取りする事で引力が媒介されて、
陽子と中性子を原子核内につなぎ止められる事
になる。つまり陽子と中性子は、中間子を交換
しながら安定な結合を保持している。なお、中
性子は電荷を持っていない事から、入射した物
質の原子核と直接反応することが出来る。これ
が利用できれば、マクロPKの場合の力は、原
子核から得る事が出来ると判断できる。

5−2）スカラー波の発生
不安定性を持つ原子核内の中性子に、直接働

きかけることが出来るのは、生体の皮膚（チャク
ラ､ 経穴）から放出されるスカラー波（SPI-spin
群）であろう。臨床を伴う古来からの伝統的な

東洋医学、ならびに近年の本山博らの測定・実
験（経穴）によると、体内の経絡を流れる気（サ
イ）には、陰経（陰の気）と陽経（陽の気）がある。
気（サイ）放射時にはこの両者が拮抗対峙して
相殺ゼロが形成され、横波が縦波に変化して、
スカラー波（テスラ波）になって放射されるので
あろう。

一例を述べる。チベット仏教の六字眞言を、
声を出して唱える事により、体内を流れるサイ

（気）を制御して、マクロPKを介してオーブを
動的に出現させ、ビデオに記録する。被験者は
特異功能者の佐藤禎花師である。指先脈波（体
内のサイ､ 気の流れ）の測定値をカオス解析し
て（複雑性科学をもちいる）アトラクターを画か
せ、アトラクターの駆動因子（フラクタル次元
D）をもとめた。六字眞言に従ってD値は上下、
下上、に数回変動している。これらの変化の原
因を解析し検討を加えた。結果として、体内の
自律神経の交感神経と副交感神経を拮抗対峙
させて相殺ゼロを造り、これを積み重ねて、ス
カラー波（テスラ波）群を造り、これらを放出す
る。このゼロを離散的に重畳させる事が動的ス
ピリット・オーブの形成･出現に密接に関係する
らしい事が分かった。つまり、このスカラー波
が直接原子核に作用して、（式1）からエネルギー
を得ることになると考えられる。

6．スピリット・オーブの形成
地球を包み込んでいる大気層は、宇宙線の

照射等のために電離していて、上層部は陽（+）、
地表近くの下層部は陰（−）に帯電している。こ
の為に地球は巨大な球形・地球コンデンサー

（約30万V）として存在している。大気成分の
大部分は窒素と酸素であり、他にアルゴン、二
酸化炭素、水蒸気等がある。大気電界や宇宙
線等のために水蒸気は電離していて、H（陽イ
オン）、OH（陰イオン）、電子（−）になっている。
なお水蒸気がないと、オーブ（たまゆら）は極め
て出現しにくくなる。大気イオン群の中にエア
ゾール（埃、微細塵）を入れると、大気電界や
イオン間の相互作用などにより、大気陽イオン・
ボールと大気陰イオン・ボールの組合せ（一対）

● �●
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4．生体の電気・機械振動と「気」の関係
オーブと情報交換を行ない、動的スピリッ

ト・オーブを出現させる（発生して貰う）為には、
環境を含めて十分な準備が必要であろう。筆者
らの実験結果の中から、本稿に関係があると思
われる部分（1988実施）を記述する。念力（マク
ロPK）の際の脳波測定（EEG）とマイクロ・バ
イブレーション（MV）測定を行った。（1）姿勢を
正し､ 呼吸を整え､ 願いと感情をこめてリラッ
クスする事により、前頭葉部の脳波（EEG）をア
ルファー波にする。つぎに、（2）精神と意識を集
中する事により約10～11Hz､ 振幅60～90mV
へと増加させる。すると、筋肉も緩んで約10Hz
のMVを繰り返す様になる。つまりEEGとMV
が共振するので､ 気血の循環とエネルギー代謝
が促進されて、治病や強身に有効に作用するこ
とになる。つぎに、（3）強くイメージするとサイ

（気）現象が生起してくる。この時、脳波（EEG）
はレーザー光のように周波数と振幅が10Hz、
90mVにほぼ揃えられる傾向がある。（4）右側頭
葉はサイ現象の有無､ 左側頭葉はその判断、前
側頭葉は判断と認知を分担している。つまり脳
内では､ 通常のさめた意識の場合とほぼ同一の
内容の情報処理が行われている様子である。な
お、体表面微小振動（MV）とは、温血動物の皮
膚表面が、安静時に7～13Hz、1～5ミクロン
の機械振動を継続している現象をいう。MVは
感情の影響を受け易く、機能的なので、MVと

EEGとは通常は無関係であるが、レム睡眠時又
は無意識時には相互関係を持つようになる（坂
本ら）。また、筆者らは脳波計を用いて（電位法
によって）発功時の大脳と経穴そしてMVを調
べた。（5）経穴と皮膚の電位活動（SPA）は、感
情の影響を強く受け､ 機能的ではあるが、EEG
とほぼ同一の周波数範囲内で、振幅はEEGより
もより大きく、EEGとほぼ同一の周波数範囲内
で振動している。（6）気は蒸留水に吸収され易
いので、気を介して、空気の水蒸気と生体の間
に交流があると思える。また大気中には宇宙線
などによって生成された陰､ 陽のイオン群が存
在しており、これが気の働きに影響を及ぼす。

（7）経穴はそのまわりの皮膚よりも約1/100も電
気抵抗が小さいので、経穴を介して気が出入り
すると考えられる、（8）興味深いのに、シューマ
ン・レゾナンス現象がある。これは､ 上空の電
離層と地球との間の8Hz付近の電気振動の共
振を意味するものであり、生体や気のコントロー
ルに密接に関係している。

5．念力は原子核変化に及ぶ
今から約110年前に設立された超心理学会

（世界で最初、英国、SPR）の主要な研究内容は
PK（念力）とESP（超感覚）であった。ESPは情
報の超知覚現象（テレパシー）であり、PKは意
識による物質変化（念力）である。巨視的な物質
を対象にするマクロPKは、意識の直接の作用

　　　図1　　　　　　　　　　　　　　図2



1．はしがき
マクロPK（念力）は、意識と体外にある物

質との間に、直接の情報交換がある、と主張
している。この現象の存在は古くから知られ
ていたが、その理由や機構は不明であった。
H.Forwardは、不安定性を持つ原子核内の中性
子のエネルギー変化から念力の力を得ていると
推論した。本稿では、検討･考察の結果として、
発功時に皮膚から放出されるPSI-spin群（スカ
ラー波）が、中性子に直接作用してマクロPKの
エネルギーを得ているのであろう、と推察した。

2．気発功時の放出エネルギー（既発表、引用
論文）

はじめに文献を紹介する。（1）マクロPK（念
力）は、対象物を構成している物質の、不安定
性を持つ原子核内の中性子の質量mがエネル
ギーEに変わり、
　　E = mc2 ,　c = 光速度・・・（式1）
このEを介して生じる力を用いて､ 念力として
発生する、とスウェーデン人のH.Forwardは、
米国Duke大学におけるサイコロ投下の実験結
果から推定した（1951）、（例：サイ科学、Vol.1、
No.3、pp22-27､ 関英男先生文献紹介）。（2）生
体からの特異放射（サイ、気､ 核エネルギー）
には中国の実験・報告がある。顧函森らによる
と、気発功時の気功師からは電磁波（1979）、（低
周波赤外線、出力30～65dB）等の放出がある。
また、陸祖蔭らは、気発功時の厳新からは最大
値で120mRの放射線（熱ルミネセンス線量計）

の放射が有り、さらに、放射される外気は核物
質の崩壊エネルギーを変化させる事ができた

（アメリシウム241をネプツニウム237に）、等と
報告している（1988）、（ガンマー線計測）。

3．放射線被曝と「気」と生体（センサー水）の
実験

本節では放射線と気と生体の関係を扱ってい
る。はじめに、スピリットオーブ発生時に、こ
れらはどのような関係を持つか等を知る為の基
礎として、約10年前に行った筆者らの実験結果

（未発表）を提示する。人工外気として、水晶･
無誘導コイル･装置を8Hzで駆動した。放射線
には秋田県の玉川温泉の湯花粉（0.06～0 .08
μSv/h）をもちいた。この結果の一例を図1に
示した。生体の代りにセンサー水を用いる。放
射線被曝水､ 並びに人工外気と放射線を同時
にあたえた被曝水、対象水のそれぞれの恒温槽
内（40度C）における電気伝導率変化を縦軸に､
横軸を経過時間に取って示してある。伝導率変
化の正（+）変化を損傷の修復、負（−）変化を損
傷と見なすことにした。図2はこれらを纏めなお
したものである。対照と比較すると、（1）放射線
被曝によって損傷が生じる（約7%）｡ しかし人
工外気と放射線を同時に与えると修復が進行す
る（約11%）。このとき、実験範囲内では（3）放
射線線量が低いほど､ 修復は大になる傾向があ
る。以上から、放射線と生体と外気の間には密
切な関係のある事が推定される。
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